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※11月９日現在、東日本大震災への義援金 7,039万4,463円が、多くの皆様から市の受付窓口(社会福祉課)へ寄せられました。
　市役所社会福祉課では、義援金の受付を平成25年３月31日まで延期しました。

　10月27日伊東市立東小学校グラウンドで、伊東市障害
者スポーツ大会が行われました。玉入れやパン食い競走
に参加した人からは笑顔が溢れ、力いっぱい競技を行う
参加者に対し、見ている人からも熱い声援が送られました。
（写真：魚釣り競走で魚を釣り上げた瞬間）
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。
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﹂
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ジ
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ー
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認
定
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受
け
た

伊
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パ
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伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
を
特
集
し
ま
す
。

　
伊
豆
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
、﹁
伊
豆
半
島
ジ

オ
パ
ー
ク
構
想
﹂
。
こ
の
活
動
が
認

め
ら
れ
９
月
24
日
に
、
正
式
に
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ

の
加
盟
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
推
進
団
体

で
あ
る
伊
豆
半
島
の
13
市
町
や
県
、

関
係
諸
団
体
は
も
ち
ろ
ん
、
静
岡

大
学
の
小
山
教
授
を
は
じ
め
、
各

地
域
の
ジ
オ
ガ
イ
ド
さ
ん
や
住
民

の
皆
様
方
の
熱
心
な
活
動
の
賜
物

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
て

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
は
、
世

界
へ
向
け
て
の
第
一
歩
で
あ
り
ま

す
が
、
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
大
地
の

価
値
を
知
り
、
そ
れ
を
観
光
や
教

育
、
防
災
な
ど
に
も
活
用
し
な
が

ら
、
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
す

﹁
地
域
づ
く
り
﹂
そ
の
も
の
で
す
。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
と
い
う
活
動
を
通

し
、
新
し
い
伊
豆
の
魅
力
を
次
々

と
引
き
出
す
と
と
も
に
、
２
０
１

５
年
の
世
界
認
定
を
目
指
し
、
普

及
活
動
や
ジ
オ
サ
イ
ト
整
備
に
力

を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。
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日本ジオパークネットワークに
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。
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の
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。
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伊東市長  佃　弘巳

伊豆半島ジオパーク
推進協議会会長
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こ
こ
で
は
、
み
な
さ
ん
に
よ
り

﹁
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
﹂
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め﹁
ジ
オ
パ
ー
ク
﹂

に
つ
い
て
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま

し
ょ
う
。

ジ
オ
パ
ー
ク
っ
て
な
あ

に
？



　
ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
、
ギ
リ
シ

ャ
語
の
大
地
を
意
味
す
る
﹁
ジ
オ
﹂

と
﹁
パ
ー
ク(

公
園)

﹂
を
組
み
合

わ
せ
た
造
語
で
す
。
地
球
の
活
動

に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
地
質
遺
産
が

多
数
あ
る
と
と
も
に
、
多
く
の
自

然
や
独
特
の
文
化
を
持
つ
地
域
が

そ
れ
ら
を
活
用
し
て
保
全
や
教
育
、

観
光
な
ど
に
利
用
し
な
が
ら
地
域

の
持
続
的
な
経
済
的
発
展
を
目
指

す
仕
組
み
で
す
。

　
日
本
に
は
現
在
、
伊
豆
半
島
ジ

オ
パ
ー
ク
を
含
む
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
が
25
か
所
あ
り
、
そ
の
う
ち
の

５
か
所
が
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

伊
豆
半
島
は
ど
ん
な
と

こ
ろ
な
の
？


　
伊
豆
半
島
の
歴
史
は
、
今
か

ら
２
千
万
年
前
の
遠
い
南
の
海
の

海
底
火
山
や
火
山
島
か
ら
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
南
の
海
に
あ

っ
た
火
山
島
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海

プ
レ
ー
ト
の
動
き
に
合
わ
せ
北
上

し
、
本
州
に
衝
突
、
伊
豆
半
島
が

誕
生
し
ま
し
た
。

　
こ
の
本
州
へ
の
衝
突
は
、
約
60

万
年
前
の
出
来
事
で
、
地
球
の
歴

史
か
ら
見
る
と
ご
く
最
近
の
こ
と

で
す
。

　
伊
豆
半
島
に
は
、
地
球
の
営
み

の
こ
ん
跡
が
数
多
く
あ
り
、
そ
れ

ら
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
る

世
界
的
に
見
て
も
大
変
め
ず
ら
し

い
地
域
な
の
で
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
に
な
る
と

何
が
い
い
の
？

　
伊
豆
に
住
む
人
々
が
、
普
段
見

慣
れ
た
風
景
か
ら
大
地
の
物
語
を

紐
解
く
こ
と
に
よ
り
、
美
し
い
景

色
や
文
化
、
温
泉
、
特
産
物
な
ど

大
地
か
ら
た
く
さ
ん
の
恵
み
を
受

け
て
き
た
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る

で
し
ょ
う
。

　
そ
の
伊
豆
に
し
か
な
い
、
美
し

さ
や
大
地
の
恵
み
を
内
外
に
発
信

し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、﹁
伊
豆
﹂

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
価
値

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク

を
よ
り
輝
か
せ
る
た
め

に
何
が
で
き
る
の
？

　
ま
ず
は
、
伊
豆
半
島
と
い
う
類

ま
れ
な
地
域
に
住
む
ひ
と
り
ひ
と

り
が
、
足
元
や
目
の
前
に
広
が
る

雄
大
な
大
地
の
物
語
を
知
り
、
郷

土
に
誇
り
を
持
つ
と
と
も
に
、
そ

の
素
晴
ら
し
さ
を
多
く
の
人
に
伝

え
る
こ
と
。
そ
し
て
、
大
地
か
ら

い
た
だ
い
て
い
る
恵
み
を
生
活
や

教
育
、
観
光
振
興
に
活
用
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
活
用
を
！

﹁
伊
豆
の
大
地
﹂
な
ら
で
は
の

商
品
や
ジ
オ
パ
ー
ク
に
賛
同
す

る
趣
旨
の
も
の
に
ぜ
ひ
、
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い

(

使
用
に
は
、
許
可
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
事

務
局
ま
で)

。
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テ
ー
マ

︱
伊
東
沖
海
底
噴
火
か
ら
23
年

　
　
　
　
　
海
底
火
口
の
今
︱

　
噴
火
か
ら
23
年
経
た
手
石
海
丘

で
火
山
ガ
ス
の
採
取
と
分
析
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
手
石
海
丘
に
入
っ

た
最
新
の
科
学
の
成
果
を
ご
報
告

し
ま
す
。

日
　
時
　
12
月
16
日
㈰
　
13
時
〜

15
時

会
　
場
　
市
役
所
８
階
大
会
議
室

講
演
者

・
野
上
健
治
︵
東
京
工
業
大
学
火

山
流
体
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
・

草
津
白
根
火
山
観
測
所
所
長
︶

・
野
津
憲
治
︵
静
岡
大
学
防
災
総

合
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
・
東
京

大
学
名
誉
教
授
︶

定
　
員
　
１
５
０
人
程
度

費
　
用
　
無
料

申
込
み
　
事
前
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

主
　
催
　
静
岡
大
学
防
災
総
合
セ

ン
タ
ー
・
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー

ク
推
進
協
議
会

t
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協

議
会

　
☎
(32)
１
７
８
４

海から望む大室山

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
記
念

講
演
会
開
催

iイ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

伊
豆
半
島

　
ジ
オ
パ
ー
ク

Ｑ
＆

Ａ
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伊
東
市
に
点
在
す
る
ジ
オ
ポ
イ

ン
ト︵
見
ど
こ
ろ
︶は
、
全
部
で
51

か
所
。
そ
の
代
表
と
も
い
え
る
ポ

イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
伊
東
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
の

大
室
山
。
大
き
な
お
椀
を
伏
せ
た

よ
う
な
山
の
形
は
、
今
か
ら
約
四

千
年
前
の
噴
火
に
よ
っ
て
噴
出
し

た
ス
コ
リ
ア
︵
暗
い
色
の
軽
石
で
、

粘
り
気
の
少
な
い
マ
グ
マ
の
し
ぶ

き
が
空
中
に
吹
き
上
げ
、
冷
え
て

固
ま
っ
た
も
の
︶
に
よ
っ
て
形
づ

く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
山
頂
か
ら
は
、
険
し
い
山
々
の

間
を
溶
岩
が
埋
め
て
な
だ
ら
か
な

大
地
を
作
っ
た
様
子
を
観
察
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
大
室
山
が
噴
火
し
て
流
れ
出
た

溶
岩
が
、
現
在
の
伊
豆
高
原
の
大

地
を
作
り
な
が
ら
海
ま
で
達
し
、

冷
え
固
ま
っ
た
の
が
、
富
戸
か
ら

城
ケ
崎
に
か
け
て
の
海
岸
線
。
み

な
さ
ん
ご
存
知
の
城
ヶ
崎
海
岸
で

す
。
そ
の
後
、
波
に
よ
り
長
い
年

月
を
か
け
て
削
ら
れ
、
荒
々
し
い

岩
肌
を
見
せ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
柱
上
に
溶
岩
が
冷
え
て
固
ま

っ
た
見
事
な
柱
状
節
理
を
間
近
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
市
内
の
宿
・
大
東
館
で
は
、
第

二
次
世
界
大
戦
時
に
掘
ら
れ
た
防

空
壕
を
利
用
し
た
温
泉
施
設
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
防
空
壕
は
、
馬
場

の
平
︱
鉢
ヶ
窪
火
口
か
ら
噴
出
し

た
ス
コ
リ
ア
の
地
層
の
中
に
つ
く

ら
れ
て
い
ま
す
。
お
風
呂
に
向
か

う
通
路
に
は
、
写
真
の
よ
う
な
見

事
な
模
様
の
地
層
が
観
察
で
き
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
ス
コ
リ
ア
の
地

層
は
、
市
内
の
あ
ち
こ
ち
で
見
ら

れ
、
気
泡
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
雨

水
な
ど
が
地
下
に
し
み
込
み
や
す

い
の
で
、
市
内
に
は
大
き
な
川
が

少
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

﹁
伊
豆
の
瞳
﹂
と
し
て
み
な
さ
ん

に
親
し
ま
れ
て
い
る
一
碧
湖
。
こ

の
一
碧
湖
は
、
約
十
万
年
前
の
爆

発
的
な
噴
火
に
よ
っ
て
で
き
た
火

口
︵
マ
ー
ル
︶
の
あ
と
で
す
。
こ

ち
ら
は
、
ス
コ
リ
ア
の
地
層
と
は

違
い
、
細
か
い
火
山
灰
が
た
ま
っ

て
い
る
た
め
、
水
は
け
が
悪
く
湖

が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
一
碧
湖
の
西
の
端
に
あ
る
﹁
十

二
連
島
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
る
小
さ

な
島
の
連
な
り
は
、
四
千
年
前
に

大
室
山
か
ら
流
れ
出
た
溶
岩
流
が

流
れ
込
ん
で
で
き
た
も
の
で
す
。

一
碧
湖

城
ケ
崎

大
室
山

大
東
館

伊東エリアのジオポイントを紹介します！

大室山城ケ崎

大東館夕暮れの一碧湖

食

教

遊
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剥ぎ取り標本展示

「ジオ」と　　　　　　　　　を結びつけた取組

みのひとつとしてオリジナルの商品開発がすすめ

られています。

　伊東漁協直営の食堂「波魚波」で提供している

「ジオ（地魚）丼」。プレートの沈み込みでできた深

い相模灘で採れる色々な種類のお魚を楽しむこと

ができます。

　また、「ジオガシ」は、南伊豆町のジオガイドさ

んが「風景を切り取ってお菓子に」をコンセプト

に伊豆半島で見られる地層などをお菓子でリアル

に再現しています。

　　　このような取り組みが広がっていくと地域

　　　　　　　　の活性化につながっていきます。

びにも活用されていて、楽

しみながらジオに触れるこ

とができます。

　南伊豆では、「海から見たジオパーク」としてカ

ヤックを使用したジオツアーが行われています。

間近まで近づくことができるので、迫力があり地

球の鼓動を肌で感じることができます。

　初心者の方でも、泳ぎの苦手な方でも安心して

参加いただけるプログラムが用意されています。

　また、松崎や堂ヶ島ではクルーズ船を使ったジ

オクルーズも行われています。

　

　　　　　　育面でもジオパークは、

　　　　　　　教材として取り入れられています。

　

　小室山の山頂には、4万年分の地層を観察でき

る剥ぎ取り標本を設置していただいています。

　これらを活用して、市内にある小室山リフトで

は、夏休みに子どもを対象とした「キッチン火山

実験」を開催しています。夏休みの自由研究とし

て取り組んだお子さんもい

ました。

　参加したお子さんは、目

を輝かせて身近な大地の成

り立ちを学んでいました。

実験の風景

ジオカヤックの風景

日本ジオパーク認定審査のガイド風景

会長　田畑　朝惠

　平成23年度ジオガイド養成講座終了後、実技

試験を受け、伊豆半島ジオパーク推進協議会から

認定を受けたジオガイド31人により組織された

ガイド協会を平成24年8月に設立しました。

　伊豆半島ジオパークの保全と活用はもとより、

会員の資質向上や地域への啓発、防災、教育等そ

の役割は、多岐にわたります。

「見慣れた風景が違って見える。風景には、意味

がある。」ということを自らの感動を交えどう伝

えていくか、それが、ガイドひとりひとりの個性

となっています。

　世界ジオパークを目指し、世界に通用するガイ

ドとなるよ

う質を高め

ていきます。

伊豆半島
ジオガイド協会の誕生

ジオ丼ジオガシ

ジオパークの活動
アラカルト

食

教

遊

食

教

遊

5 2012.12

祝 伊豆半島ジオパーク祝 伊豆半島ジオパーク



財政健全化判断比率の状況

市民一人当たりの預金残高
（基金現在高）は⋯

固定資産税

市　民　税

都市計画税

市たばこ税

軽自動車税

　　計

8万2,104円

4万5,780円

1万7,377円

7,956円

1,718円

15万4,935円

【市民一人当たりの市税負担の内訳】

2 一般会計歳入

3

1

4
　地方公共団体の財政健全化に関する法律の規定に基づき、健全化判断比率と資金不足比率を算定しまし

た。どの数値も基準を下回り、健全段階にあることが示されました。しかし、景気の状況や震災の影響を

考えると楽観視はでき

ません。これからも、

さらなる財政健全化に

努めていきます。

依
存

財
源
　
45
・
5
％
︵
※
３

︶

自
主
財
源
　
54
・
5

％
︵

※２︶

歳　入
251億
53万円

伊東市の比率

—（3.47％の黒字）

—（20.48％の黒字）

9.7%

39.8%

平成23年度の歳入総額は、前年度に比べ２億1,202万円の増額とな

りました。市民一人当たりに換算すると、4,713円の増額となりま

した。地方交付税や県支出金の増額が、歳入増の主な要因となって

います。

市税や使用料など、市で賄える「自主財源」は、54.5％でした。

市税
116億6,327万円
46.5％

地方消費税交付金
6億9,602万円　2.8％

地方特例交付金ほか
4億4,139万円　1.7％

国庫支出金
35億1,946万円
14.0％

地方交付税(※１)
27億5,051万円
11.0％

市債(※４)
20億8,394万円
8.3％

県支出金
19億3,634万円
7.7％

使用料及び手数料
7億9,952万円　3.2％

諸収入ほか
12億1,008万円　4.8％

指　　標

①実質赤字比率　　

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率　

④将来負担比率　　

早期健全化基準

12.77%

17.77%

25.0%

350.0%

財政再生基準

20.0%

30.0%

35.0%

−

t財政課　☎32-1251

対象人口（住民基本台帳）

平成23年度末　73,237人

平成22年度末　73,631人

一人当たり　　　　

7万1,446円

総　額　　　　　　

52億3,246円

▼
ま
ず
は
、平
成
23
年
度
決
算
を
　
　
　
項
目
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
！

6

　
伊
東
市
で
は
地
方
自
治
法
と
条
例
に
基
づ
き
、
年
に
２
回
財
政

状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
平
成
23
年
度
の
決
算
状
況
と
平
成
24
年
度
上
半

期
︵
４
月
〜
９
月
︶
の
予
算
の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

広報いとう 6



一般会計歳出

民 生 費

衛 生 費

総 務 費

公 債 費

土 木 費

教 育 費

消防費ほか

　　計

11万3,921円

4万2,820円

4万2,531円

3万8,757円

3万1,645円

2万2,545円

4万2,363円

33万4,582円

【市民一人当たりの歳出の内訳】

市民一人当たりの借入金残高
（市債現在高）は⋯

2

特別会計3

1

4　
歳
　
　
入

※
１
地
方
交
付
税
　
市
区
町
村
の

財
政
状
況
に
応
じ
て
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
お
金

※
２
自
主
財
源
　
市
税
な
ど
独
自

に
確
保
で
き
る
お
金

※
３
依
存
財
源
　
国
や
県
か
ら
の

交
付
金
や
借
入
金
な
ど
、

ほ
か
に
依
存
し
て
い
る
お

金

※
４
市
債
　
公
共
施
設
の
建
設
や

整
備
を
す
る
た
め
、
国
な

ど
か
ら
借
り
入
れ
る
お
金

　
歳
　
　
出
　

※
５
民
生
費
　
高
齢
者
・
障
害
福

祉
や
子
育
て
支
援
、
生
活

保
護
な
ど
に
使
う
お
金

※
６
衛
生
費
　
健
康
診
査
や
予
防

接
種
、
ご
み
処
理
な
ど
に

使
う
お
金

※
７
総
務
費
　
市
役
所
の
管
理
運

営
、
地
域
振
興
、
税
務
、
戸

籍
事
務
な
ど
に
使
う
お
金

※
８
公
債
費
　
借
入
金
の
元
金
と

利
子
を
返
済
す
る
た
め
の

お
金

　
特
別
会
計

※
９
繰
越
明
許
　
未
執
行
の
予
算

を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て

使
う
こ
と

※
10
繰
上
充
用
　
翌
年
度
の
予
算

の
収
入
を
繰
り
上
げ
て
使

う
こ
と

歳　出
245億
337万円

平成23年度の歳出総額は、前年度に比べ２億401万円の増額となり

ました。市民一人当たりに換算すると、4,561円の増額となりました。

前年度に引き続き、雇用再生特別基金事業及び緊急雇用創出事業を

実施したことや、東日本大震災関連経費が新たに必要になったこと

が歳出増の主な原因として挙げられます。

　　 会計名

下水道事業

競輪事業

国民健康保険事業

土地取得

霊園事業

介護保険事業

介護老人保健施設

後期高齢者医療

合　　計

収入済額　

支出済額　

20億7,851万円

20億7,332万円

136億6,342万円

140億4,639万円

109億6,340万円

102億8,759万円

1億4,519万円

1億4,513万円

1億2,190万円

1億2,180万円

59億7,854万円

59億7,642万円

8,571万円

8,553万円

14億8,024万円

14億6,298万円

345億1,691万円

341億9,916万円

※下水道事業特別会計においては、平成
22年度からの繰越明許(※9)費7,400万
円を含みます。

※競輪事業特別会計は、繰上充用(※10)
を実施しました。

民生費(※５)
83億4,320万円
34％

衛生費(※６)
31億3,603万円
12.8％総務費(※７)

31億1,482万円
12.7％

公債費(※８)
28億3,843万円
11.6％

土木費
23億1,760万円
9.5％

教育費
16億5,115万円
6.7％

消防費
12億8,148万円　5.2％

農林水産業費ほか
11億3,208万円　4.7％

観光商工費
6億8,898万円　2.8％

市の財政状況

一人当たり　　　　

63万2,000円

総　額　　　　　　

462億8,575万円

用
語
の
解
説

6
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t水道課
　☎32-1831

t健康医療課
　☎32-1631

　
さ
あ
今
日
も
　
水
と
元
気
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蛇
口
か
ら

︵
本
年
度
の
水
道
週
間
標
語
︶

　
水
道
事
業
は
水
道
の
使
用
料
金
を
主
な
財

源
と
し
て
独
立
採
算
で
経
営
を
し
て
い
ま
す
。

　
23
年
度
の
水
道
料
金
収
入
は
、
東
日
本
大

震
災
の
影
響
に
よ
る
ホ
テ
ル
等
の
宿
泊
客
の

減
少
や
節
水
機
器
の
普
及
、
節
水
意
識
の
向

上
等
に
よ
り
、
前
年
度
比
７
８
５
４
万
円

︵
５
％
︶
減
の
15
億
７
７
３
８
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
水
道
料
金
や
長
期
の
借
入
金
を

財
源
と
し
て
、
ポ
ン
プ
場
建
設
工
事
、
老
朽
管

の
更
新
な
ど
水
道
施
設
の
拡
張
・
改
良
工
事

を
計
画
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

効
率
的
な
財
政
運
営
に
よ
り
一
層
の
健
全
経

営
に
力
を
注
ぎ
、
安
全
で
お
い
し
い
水
を
安

定
的
に
供
給
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に

　
　
　
　
信
頼
さ
れ
る
病
院
に

　
全
職
員
が
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
み
、
医

療
の
質
と
患
者
さ
ま
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
23
年
度
は
入
院
患
者
数
は
お
お
む
ね
前
年

度
並
み
と
な
っ
た
も
の
の
、
外
来
患
者
数
は

前
年
度
を
上
回
り
、
地
域
医
療
の
中
核
を
担

う
病
院
と
し
て
、
市
内
の
診
療
所
と
の
連
携

を
着
実
に
進
め
て
い
ま
す
。

　
病
院
運
営
で
は
、
泌
尿
器
科
の
開
設
に
向

け
所
要
の
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

　
新
病
院
建
設
に
関
し
て
は
、
25
年
春
の
開

院
に
向
け
、
建
設
工
事
を
着
実
に
進
め
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
医
療
機
能
の
整
備
や
医
療

ス
タ
ッ
フ
等
の
充
実
に
努
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
よ
り
信
頼
さ
れ
る
病
院
と
な
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。

収益的収支

収入
16億

4,289万円

支出
14億

9,505万円

家庭や事業所へ水をお届
けして料金をいただく営
業活動による収入と支出

資本的収支

収入
2億

7,858万円

支出
10億

7,980万円

水道施設の建設や改良工
事に関する収入と支出

収益的収支
病院の管理運営に関する
収入と支出

収入
3億

1,195万円

支出
3億

730万円

資本的収支

収入
13億

8,448万円

支出
14億

4,519万円

病院施設の整備や医療機
器の購入に伴う収入と支
出

行政人口(人)

給水人口(人)

普及率(％)

年間有収水量(万㎥)

有収率(％)

供給単価(円／㎥)

給水原価(円／㎥)

水道料金決算額(万円)

水道事業の推移と概況

74,106

67,371

90.9

1,027

79.8

154.8

146.6

166,944

21年度 22年度 23年度

73,631

66,909

90.9

1,020

79.8

154.7

142.1

165,592

73,237

66,764

91.2

975

79.6

154.1

147.2

157,738

診療科目数（科）

一般病床数（床）

稼動病床数（床）

病床利用率（％）

入院患者数（延べ・人）

外来患者数（延べ・人）

救急患者数（延べ・人）

病院事業の推移と概況

※対稼働
　病床数

11

250

224

79.3

64,796

120,877

6,905

21年度 22年度 23年度

12

250

224

80.7

66,019

123,962

6,581

12

250

224

80.3

65,808

126,356

6,342

交付金など
6,102万円
20％

減価償却費など
1億3,396万円
44％

医業収益
5,000万円
16％

固定資産購入費
6,083万円
４%

新病院建設費
12億5,612万円
87%

企業債償還金
1億2,824万円　９%

企業債
11億1,000万円
80％

他会計出資金
6,906万円　５％

他会計負担金
580万円　０％

補助金
1億9,962万円　15％

職員給与費
1,935万円　6％

支払利息
906万円　3％

修繕費
414万円　1％

その他経費
3,088万円　10％

※収入が支出に対して不足する額
6,071万円は減価償却費などの内
部留保資金などで補いました。

特別利益
741万円　2％

特別損失
4,889万円　16％

医業外収益
2億5,454万円
82％

減価償却費
5億6,560万円
38％

借入金の利息
1億7,550万円　12％

料金の収納や運営
のための費用
2億2,127万円　15％

施設の修繕や電気
料など水を送るた
めの費用
4億5,111万円
30％

※収入が支出に対して不足する8億
122万円は減価償却費などの内
部留保資金などで補いました。

その他
8,157万円　5％

その他
6,551万円　4％

水道料金
15億
7,738万円
96％

配水池や配水管
などの建設工事
に要した経費
6億7,702万円
63％

借入金の元金返済
4億278万円
37％

一般会計からの出資金
2,000万円　7％

負担金・その他
1,486万円　5％

補助金
1,372万円　5％

国などからの借入金
2億3,000万円
83％

水道事業
会計決算

病院事業
会計決算6
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▼
続
い
て
、

平
成
24
年
度
上
期
の

　
　
　
執
行
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
！

【一 般 会 計】

【特 別 会 計】 【企 業 会 計】

【収　入】 【支　出】

【市　債】（市が借りているお金）

市の概要
面　積　124.13k㎡

人　口　７万3,013人

世帯数　３万4,907世帯

　　　24年9月30日現在

市の財産
土　地　813万8,370.67㎡

建　物　30万1,695.09㎡

積立金　54億2,596万円

貸付金など　12億1,738万円

市税

 111億4,064万円

国庫支出金

 34億9,653万円

市債

 23億3,630万円

地方交付税

 20億円

県支出金

 17億590万円

使用料及び手数料

 7億7,060万円

地方消費税交付金

 6億円

その他

 15億2,392万円

合計

 235億7,389万円

民生費

 83億763万円

衛生費

 36億169万円

公債費

 28億6,002万円

土木費

 22億5,183万円

総務費

 21億1,827万円

教育費

 20億7,100万円

消防費

 10億1,559万円

観光商工費

 5億7,348万円

労働費

 3億207万円

その他

 4億7,231万円

合計

 235億7,389万円

35億4,888万円

42.7%

16億2,105万円

45.0%

11億968万円

38.8%

7億2,775万円

32.3%

8億1,032万円

38.3%

9億142万円

43.5%

4億6,241万円

45.5%

2億6,641万円

46.5%

1億3,747万円

45.5%

1億9,620万円

41.5%

97億8,159万円

41.5%

下水道事業

 20億700万円

競輪事業

 136億197万円

国民健康保険事業

 108億5,556万円

土地取得

 3,156万円

霊園事業

 6,220万円

介護保険事業

 59億283万円

介護老人保健施設

 8,570万円

後期高齢者医療

 15億4,248万円

合計

 340億8,930万円

収益的

収支

資本的

収支

収益的

収支

資本的

収支

16億2万円

8億1,572万円

3億8,835万円

468万円

3億148万円

2億200万円

37億6,619万円

8,585万円

14億8,949万円

3億4,269万円

12億4,803万円

5億9,363万円

2億5,772万円

1,143万円

38億5,229万円

3億602万円

一般会計

　臨時財政対策債

　土木債

　退職手当債

　住民税等減税補填債

　水道事業出資債

　その他

特別会計

　下水道事業債

　介護老人保健施設債

　その他

企業会計

　水道事業債

　病院事業債

合計

220億3,490万円

82億4,911万円

51億7,071万円

13億2,813万円

12億3,423万円

12億3,266万円

48億2,006万円

152億7,142万円

134億8,917万円

15億362万円

2億7,863万円

71億6,219万円

54億799万円

17億5,420万円

444億6,851万円

6億1,396万円

6億7,711万円

21億3,822万円

29億7,964万円

46億9,302万円

44億7,591万円

1,588万円

1,581万円

1,641万円

3,157万円

23億546万円

26億5,384万円

4,297万円

4,010万円

8億3,539万円

7億5,637万円

106億6,131万円

116億3,035万円

30.6%

33.7%

15.7%

21.9%

43.2%

41.2%

50.3%

50.1%

26.4%

50.8%

39.1%

45.0%

50.1%

46.8%

54.2%

49.0%

31.3%

34.1%

69億8,991万円

62.7%

16億1,720万円

46.3%

2,260万円

1.0%

18億7,715万円

93.9%

2億5,171万円

14.8%

3億8,196万円

49.6%

3億8,594万円

64.3%

9億5,829万円

62.9%

124億8,476万円

53.0%

款　名

予算額

収入済額

収入率

款　名

予算額

支出済額

執行率

市税収入済額の内訳

　・固定資産税　　37億8,758万円

　・市　民　税　　18億9,667万円

　・都市計画税　　7億9,710万円

　・そ　の　他　　5億856万円

※一般会計においては、前年度からの繰越明許費8億490万円を含みます。

※特別会計においては、収入支出とも予算額は同額です。

※下水道事業特別会計においては、前年度からの繰越明許費1,500万円を含みます。

※支出済額が収入済額を超える額は他会計のお金で立て替えています。

※支出額が収入額を超える額は損益勘定留

　保資金などで補っています。

会計名

予算額

収入済額

支出済額

収入率

執行率
会計名

収入予算額

収入額

支出予算額

支出額

会計・市債名 金　額

水
道
事
業

病
院
事
業

6

5
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広 告 欄

償
却
資
産
の
申
告

　
市
内
に
事
業
用
の
資
産(

償
却

資
産)

を
お
持
ち
の
法
人
及
び
個

人
は
、
25
年
１
月
31
日
㈭
ま
で
に
、

償
却
資
産
申
告
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
償
却
資
産
申
告
書
は
課
税
課
資

産
税
係
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
電
子
申

告
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

t
課
税
課

　
☎

（32）
１
２
７
７

年
末
調
整
の
手
続
き
の
方
法

◇
年
末
調
整
の
注
意
事
項

・
扶
養
親
族
な
ど
の
収
入
の
確
認

　
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
給
与

や
年
金
収
入
の
確
認
漏
れ
に
よ
り
、

控
除
の
適
用
誤
り
が
あ
り
ま
す
。

扶
養
親
族
や
配
偶
者
の
今
年
１
年

間
の
正
確
な
収
入
金
額
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

・
社
会
保
険
料
控
除
の
証
明
書
の

添
付

　
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
場

合
、
国
民
年
金
保
険
料
な
ど
を
今

年
中
に
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
が
必
要
で
す
。
勤
務
先
に

提
出
す
る
保
険
料
控
除
申
告
書
に

証
明
書
を
添
付
す
る
か
、
勤
務
先

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

・
生
命
保
険
料
控
除
に
つ
い
て

　
24
年
１
月
１
日
以
降
に
締
結
し

た
保
険
契
約
等
の
う
ち
、
介
護(

費

用)

保
障
、
医
療(

費
用)

保
障
の
主

契
約
、
特
約
に
基
づ
い
て
支
払
っ

た
保
険
料
に
つ
い
て
、
介
護
医
療

保
険
料
控
除(

所
得
税
４
万
円
、

市
県
民
税
２
万
８
千
円)

が
受
け

ら
れ
ま
す
。
以
前
か
ら
の
一
般
生

命
保
険
料
控
除
お
よ
び
個
人
年
金

保
険
料
控
除
と
併
せ
て
、
生
命
保

険
料
控
除
の
合
計
適
用
限
度
額
が

最
高
12
万
円
に
な
り
ま
し
た(

市

県
民
税
は
７
万
円
の
ま
ま
で
す)

。

◇
年
末
調
整
の
再
調
整

　
年
末
調
整
が
終
わ
っ
た
後
に
各

種
控
除
額
が
変
わ
っ
た
場
合
、
25

年
１
月
末
日
ま
で
は
再
調
整
が
で

き
ま
す
。
勤
務
先
の
担
当
者
に
申

し
出
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
源
泉
所
得
税
の
納
付

　
所
得
税
徴
収
高
計
算
書
に
よ
る

源
泉
所
得
税
の
納
付
に
当
た
っ
て

は
、
利
用
開
始
時
の
電
子
証
明
書

の
事
前
登
録
は
不
要
で
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
や
ダ
イ

レ
ク
ト
納
付
を
あ
わ
せ
て
利
用
す

る
と
、
電
子
証
明
書
を
取
得
し
な

く
て
も
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
で
手
続

き
が
で
き
ま
す
。

◇
国
税
の
申
告
・
納
税
に
つ
い
て

　
国
税
の
申
告
・
納
税
にe

-
T
a
x

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

t
熱
海
税
務
署

　
☎

（81）
３
５
１
５

　16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
に

つ
い
て

　
24
年
度
の
市
県
民
税
か
ら
﹁
16

歳
未
満
の
扶
養
親
族
に
対
す
る
扶

養
控
除
﹂
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、

市
県
民
税
の
算
定(

非
課
税
限
度

額
︶
等
の
際
に
使
用
す
る
た
め
、

申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
16
歳

未
満
の
扶
養
親
族
に
つ
い
て
は

﹁
扶
養
控
除
等(

異
動)

申
告
書
﹂
の

﹁
住
民
税
に
関
す
る
事
項
﹂
に
あ
る

﹁
16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
﹂
欄
に
つ

い
て
必
ず
記
入
・
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
詳
し
い
記
入
方
法
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

t
課
税
課

　
☎

（32）
１
２
７
１

環
境
放
射
線
量
等
の
測
定

結
果
を
報
告
し
て
い
ま
す



環
境
放
射
線
量
等
の
測
定
結
果

を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
ト
ッ
プ
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

t
環
境
課

　
☎

（32）
１
３
７
４

■市役所 ☎0557‐36‐0111（代表）Ԋ0557‐36‐1104
　Eメール koushitsu@city.ito.shizuoka.jp
　ホームページ http://www.city.ito.shizuoka.jp
　開庁時間：8時30分～17時15分　※土日・祝日は閉庁
■宇佐美出張所  ☎48‐9004　■川奈出張所  ☎45‐1075
■富戸出張所  ☎51‐0010　　■対島出張所  ☎53‐0002
■荻出張所  ☎36‐5553　　　■東松原町連絡所  ☎38‐8433

広報いとう 10



広 告 欄

●お問い合わせは
静岡県労働金庫伊東支店
TEL　0557-37-6135

「平日の夕方の時間を　
　　利用して相談を‥」
というお客様のために

ローンの相談
預金の相談
お気軽に! !

地
球
温
暖
化
防
止
月
間

　
住
み
よ
い
地
球
を
守
る
た
め
に

身
近
に
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

︻
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
に
︼

・
電
気
や
暖
房
器
具
を
必
要
以
上

に
使
わ
ず
省
エ
ネ
を
心
が
け
る

・
自
家
用
車
の
使
用
を
減
ら
し
て

公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る

・
ご
み
の
減
量
︻
３
Ｒ(

リ
デ
ュ

ー
ス(

減
ら
す)

、
リ
ュ
ー
ス

(

再
使
用)

、
リ
サ
イ
ク
ル(

再

利
用)

︼
を
心
が
け
る

t
環
境
課

　
☎

（32）
１
３
７
４

建
設
工
事
等
の
競
争
入
札

に
参
加
す
る
た
め
の
申
請

　
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
の
請

負
及
び
工
事
に
係
る
測
量
、
調
査
、

設
計
ま
た
は
監
理
等
建
設
関
連
業

務
の
委
託
並
び
に
物
品
の
製
造
の

請
負
、
役
務
の
提
供
等
の
競
争
入

札
に
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
資

格
審
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法
　
庶
務
課
へ
持
参
ま
た

は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　

・
建
設
工
事
関
係
⋯
２
月
１
日
㈮

〜
３
月
11
日
㈪

・
物
品
関
係
⋯
１
月
11
日
㈮
〜
25

日
㈮

提
出
書
類
　

︻
建
設
工
事
関
係
︼
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
書
、
建
設
業
許
可

証
明
書
、
営
業
所
一
覧
表
、
営

業
経
歴
書
、
納
税
証
明
書
、
登

記
事
項
証
明
書(

法
人)

、
代
表

者
身
分
証
明
書(

個
人)

、
委
任

状(

支
店
等
に
権
限
を
委
任
す

る
場
合)

、
経
営
事
項
審
査
結

果
通
知
書(

写)

、
技
術
員
名
簿
、

労
災
保
険
及
び
退
職
金
制
度
の

加
入
状
況
を
示
す
書
類
、
誓
約

書
　

︻
測
量
・
設
計
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
な
ど
︼
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書
、
登
録
証
明
書
、
営
業

所
一
覧
表
、
測
量
等
実
績
調
書
、

納
税
証
明
書
、
登
記
事
項
証
明

書(

法
人)

、
代
表
者
身
分
証
明

書(

個
人)

、
委
任
状(

支
店
等

に
権
限
を
委
任
す
る
場
合)

、

経
営
規
模
等
総
括
表(

最
近
２

年
間
の
営
業
実
績
を
示
す
書

類)

、
誓
約
書

︻
物
品
関
係
︼
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
書
、
経
歴
書
、
登
記
事

項
証
明
書(

法
人)

、
代
表
者
身

分
証
明
書(

個
人)

、
納
税
証
明

書
、
印
鑑
証
明
書(

法
人)

、
委

任
状(

支
店
等
に
権
限
を
委
任

す
る
場
合)

、
使
用
印
鑑
届
、

財
務
諸
表
、
営
業
種
目
一
覧
表
、

営
業
許
可
証(

必
要
な
場
合)

、

誓
約
書

※
証
明
書
類
は
全
て
写
し
で
も
構

い
ま
せ
ん
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト

ッ
プ
ペ
ー
ジ
↓
﹁
市
政
情
報
・

例
規
集
﹂
↓
﹁
入
札
関
連
情
報
﹂

↓
﹁
各
ペ
ー
ジ
﹂
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
　
　

登
録
有
効
期
間
　
25
・
26
年
度

︵
27
年
３
月
31
日
ま
で
︶

t
庶
務
課
契
約
検
査
係

　
☎

（32）
１
２
３
６(

建
設
工
事
関

　
　
係)

　
☎

（32）
１
２
３
５(

物
品
関
係)

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
経
済
産
業
省
で
は
、
製
造
業
の

事
業
所
を
対
象
に
、
12
月
31
日
を

調
査
期
日
と
し
て
工
業
統
計
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
製
造
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、
調
査

結
果
は
、
国
や
都
道
府
県
が
工
業

関
係
の
様
々
な
計
画
や
施
策
等
を

企
画
・
立
案
す
る
上
で
重
要
な
指

標
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
票
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が

厳
守
さ
れ
、
統
計
以
外
の
目
的
に

使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

12
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
調

査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

t
庶
務
課

　
☎

（32）
１
２
３
２

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す

期
　
間
　
12
月
15
日
㈯
〜
31
日
㈪

　
夜
間
の
歩
行
時
に
は
、
反
射
材

を
着
用
し
、
安
全
に
気
を
配
り
ま

し
ょ
う
。

t
危
機
対
策
課

　
☎

（32）
１
３
６
１

音
無
交
差
点(

竹
の
内)

信

号
機
が
歩
車
分
離
式(

押

し
ボ
タ
ン
式)

に
変
わ
り

ま
す

時
　
期
　
１
月
下
旬
か
ら

歩
車
分
離
式
⋯
歩
行
者
と
車
両
が

通
行
す
る
時
間
を
分
け
て
交
通

整
理
を
行
う
方
式

歩
車
分
離
式(

押
し
ボ
タ
ン
式)

に

な
る
と
⋯

　
歩
行
者
と
車
両
が
同
時
に
通
行

す
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
交
通
事

故
の
防
止
に
繋
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
歩
行
者
が
い
な
い
時
間

11 2012.12



帯
の
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

　
歩
車
分
離
式
に
な
る
と
、
歩
行

者
は
必
ず
押
し
ボ
タ
ン
を
押
す
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

t
伊
東
警
察
署

　
☎

（38）
０
１
１
０

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集

と
自
己
搬
入
の
受
付

　
年
末
年
始
の
ご
み
は
出
し
忘
れ

が
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
収
集

　
12
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰
は
、
も

え
る
ご
み
を
収
集
し
ま
す
。
午
前

８
時
30
分
ま
で
に
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
12
月
31
日
㈪
〜
１
月
３
日
㈭
は

収
集
し
ま
せ
ん
。
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
１
月
４
日
㈮
か

ら
通
常
収
集
を
行
い
ま
す
。

◇
自
己
搬
入
︵
処
理
施
設
へ
の
持

ち
込
み
︶

・
も
え
る
ご
み
⋯
環
境
美
化
セ
ン

タ
ー
☎

（35）
０
５
３
０

・
も
え
な
い
ご
み
⋯
御
石
ヶ
沢
清

掃
工
場
、
御
石
ヶ
沢
最
終
処
分

場
☎

（47）
２
６
７
５

　
受
付
日
時
は
12
月
29
日
㈯
・
30

日
㈰
８
時
30
分
〜
正
午
・
13
時
〜

16
時
で
す
。

※
搬
入
す
る
際
に
は
、
あ
ら
か
じ

め
、
カ
ン
、
び
ん
、
金
属
な
ど

に
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

t
環
境
課

　
☎

（32）
１
３
７
１

み
ん
な
で
築
こ
う

人
権
の
世
紀

〜
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち

　
　
育
て
よ
う
　
思
い
や
り
の
心
〜

　
12
月
４
日
㈫
〜
10
日
㈪
は
第
64

回
人
権
週
間
で
す
。
自
分
の
権
利

だ
け
で
は
な
く
、
お
互
い
に
相
手

の
立
場
を
考
え
る
こ
と
、
温
か
く

豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
る
こ
と

等
、
改
め
て
人
権
に
つ
い
て
考
え

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
民
間
の
有
識
者
で
あ
る
伊
東

市
の
人
権
擁
護
委
員
で
は
、
い
じ

め
、
Ｄ
Ｖ
、
虐
待
等
、
様
々
な
人

権
問
題
に
関
す
る
人
権
相
談
を
開

設
し
、
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

︻
12
月
の
相
談
日
︼

　
12
月
６
日
㈭
　
13
時
〜
15
時

t
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
☎

（52）
３
０
０
２

お
か
し
い
な
⋯
と
思
っ
た

ら
ま
ず
は
相
談
を

　
12
月
は
消
費
者
被
害
防
止
月
間

で
す
。
年
末
は
、
心
に
ゆ
と
り
が

な
く
な
り
、
悪
徳
商
法
や
身
に
覚

え
の
な
い
請
求
を
す
る
架
空
請
求

な
ど
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

る
危
険
が
高
ま
り
ま
す
。

　
訪
問
販
売
な
ど
に
よ
る
商
品
の

購
入
を
す
る
場
合
や
、
お
金
に
関

す
る
不
審
な
電
話
や
通
知
な
ど
を

受
け
た
場
合
に
は
、
必
ず
家
族
や

警
察
、
相
談
窓
口
に
相
談
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

t
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
☎

（52）
３
０
０
２

　
伊
東
警
察
署
　

　
☎

（38）
０
１
１
０

　
伊
東
地
区
防
犯
協
会

　
☎

（38）
１
０
８
０

難
病
患
者
見
舞
金
の
支
給

　
12
月
１
日
現
在
、
本
市
に
住
民

登
録
が
あ
り
、
県
か
ら
特
定
疾
患

医
療
受
給
者
証
か
被
爆
者
健
康
手

帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る
人
は
、
難

病
患
者
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

の
で
、
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

期
　
間
　
12
月
３
日
㈪
〜
17
日
㈪

受
付
場
所
　
社
会
福
祉
課
窓
口
・

各
出
張
所
・
連
絡
所

持
ち
物
　
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

証
ま
た
は
被
爆
者
健
康
手
帳
の

写
し
、
印
鑑
、
振
込
口
座
が
確

認
で
き
る
も
の

t
社
会
福
祉
課

　
☎

（32）
１
５
３
２

オ
リ
ブ
相
談
会

　
高
次
脳
機
能
障
害(

け
が
や
病

気
の
後
遺
症
で
集
中
力
や
記
憶
力

が
落
ち
た
り
、
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ

た
り
す
る
症
状)

が
あ
り
、
日
常

生
活
で
困
っ
て
い
る
人
の
相
談
会

で
す
。

日
　
時
　
毎
月
第
１
水
曜
日

　
10
時
〜
正
午

会
　
場
　
社
会
福
祉
課
相
談
室

申
込
み
　
要
予
約
　

オ
リ
ブ(

☎
０
５
５
８
(43)
３
１

３
１)

へ
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

t
社
会
福
祉
課

　
☎

（32）
１
５
３
２

日　時　12月22日㈯

　　　　13時30分〜14時30分

会　場　生涯学習センター中央会館３階

　　　　視聴覚室

対　象　幼児から大人まで　参加自由

定　員　120人程度（申込不要、入場無料）

プログラム

・おはなし「くちのおおきなカエルのこ」

・大型紙芝居「成金豆ものがたり」

・フランネル・フラン「くろうまブランキー」

・うた「クリスマスソング」

※プログラムは変更になる場合もあります。

※駐車場は第二駐車場（シニアプラザ桜木の

隣）をご利用ください。

※別室にオムツ替え・授乳のための部屋を用意

してありますので、赤ちゃんも連れてお越し

ください。

t図書館　☎36-7433

ふゆのおはなし会

◇収集

◇自己搬入（処理施設への持ち込み）

月　日
12/31㈪
〜1/3㈭

もえるごみ

もえないごみ

○ ×

× ×

月　日
12/31㈪
〜1/3㈭

12/29㈯
・30㈰

12/29㈯
・30㈰

もえるごみ

もえないごみ

○ ×

○

○

×

1/4㈮

1/4㈮

○

○×
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　10
月

　22
日

　㈪
に
行
政
協
力

委
員
等
表
彰
式
を
行
い
ま

し
た

　
町
内
会
役
員
を
長
年
務
め
た
皆

さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

◇
30
年
表
彰
　
　
　
︵
敬
称
略
︶

松
原
・
湯
端
町
　
　
　
杉
崎
勝
博

岡
・
水
道
山
　
　
　
　
鈴
木
基
一

◇
20
年
表
彰

玖
須
美
・
湯
端
町
　
　
宮
城
立
子

◇
15
年
表
彰

玖
須
美
・
長
美
代
町
　
佐
藤
勝
巳

◇
10
年
表
彰

湯
川
・
湯
川
１
丁
目
　
北
澤
治
雄

　
　
・
湯
川
２
丁
目
　
平
井
幾
夫

松
原
・
猪
戸
４
丁
目
　
塚
本
晨
雄

　
　
・
猪
戸
５
丁
目

（故）
杉
山
好
春

　
　
・
辰
田
町
　
　
　
楠
　
　
篤

玖
須
美
・
湯
端
町
　
　
端
山
春
二

　
　
　
・
大
原
町
　
　
稲
葉
義
彰

　
　
　
・
城
星
町
　
　
村
山
和
彦

岡
・
久
治
町
　
　
　
　
今
井
健
壽

　
・
桜
木
町
１
丁
目
　
高
橋
義
廣

　
・
桜
木
町
１
丁
目
　
大
川
都
史

川
奈
・
東
町
　
　
　
　
井
端
　
敏

　
　
・
小
室
３
丁
目
　
西
島
　
明

　
　
・
小
室
３
丁
目
　
小
柳
出
正

宇
佐
美
・
初
津
一
　
　
荻
野
直
人

　
　
　
・
留
田
新
町
　
小
野
佳
宏

八
幡
野
・
下
町
　
　
　
肥
田
元
幸

t
市
長
公
室
課

　
☎

（32）
１
０
６
２

認
知
症
患
者
の
た
め
の

﹁
タ
ク
テ
ィ
ー
ル　
®
ケ
ア
﹂

講
座

﹁
タ
ク
テ
ィ
ー
ル
®
ケ
ア
﹂
と
は
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
生
ま
れ
の
タ
ッ
チ

ケ
ア
の
こ
と
で
す
。
認
知
症
、
が

ん
、
障
が
い
者
等
、
様
々
な
病

状
・
症
状
を
緩
和
す
る
た
め
に
、

手
で
触
れ
て
ケ
ア
を
行
い
ま
す
。

申
込
み
は
不
要
で
、
参
加
費
も
無

料
で
す
。
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
１
月
16
日
㈬
13
時
〜
15

　
時

会
　
場
　
市
役
所
８
階
大
会
議
室

講
　
師
　
原
　
智
代
先
生

t
高
齢
者
福
祉
課

　
☎

（32）
１
５
６
１

笑
顔
の
木
の
家
〜
住
ま
い

る
伊
東
〜
支
援
事
業

　
旧
耐
震
基
準
の
木
造
住
宅
の
建

替
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

対
　
象
　
①
現
在
居
住
し
て
い
る
、

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
し
た
木
造
住
宅
を
解
体
し
、

同
一
敷
地
な
ど
に
木
造
軸
組
住

宅
を
新
築
後
、
そ
の
住
宅
に
居

住
す
る
場
合

②
12
月
末
ま
で
に
着
工
す
る
工
事

③
新
築
工
事
費
が
５
０
０
万
円

(

税
抜
き)

以
上

※
施
行
業
者
に
つ
い
て
は
、
市
内

業
者
で
、
市
税
な
ど
を
完
納
し

て
お
り
、
市
内
で
３
年
以
上
の

営
業
実
績
が
あ
る
こ
と

助
成
額
　
建
築
工
事
に
要
す
る
費

用
の
10
％
を
、
１
棟
70
万
円
を

上
限
に
助
成

申
込
資
格

・
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
継
続

し
て
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る

・
解
体
お
よ
び
新
築
す
る
住
宅
の

所
有
者

・
税
金
な
ど
の
滞
納
が
な
い

申
込
み
　
伊
東
商
工
会
議
所
に
て

受
付
中
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

t
商
工
会
議
所

　
☎

（37）
２
５
０
０

　
産
業
課

　
☎

（32）
１
７
３
４

農
業
振
興
地
域
の
農
用
地

区
域
を
見
直
し
ま
す

　
農
用
地
区
域
に
は
、
税
制
上
の

優
遇
措
置
が
あ
り
、
農
業
施
策
が

優
先
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
回
、
農
業
振
興
地
域(
農
業

を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
と
定
め

ら
れ
た
地
域)

の
整
備
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
き
、
基
礎
調
査
を
行

い
、
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
を

見
直
し
ま
す
。
見
直
し
は
、
区
域

の
設
定
方
針
と
所
有
者
の
申
し
出

を
参
考
に
し
て
、
農
用
地
区
域
に

編
入
・
除
外
す
る
農
用
地
を
決
定

し
ま
す
。

　
編
入
・
除
外
を
希
望
す
る
場
合

は
、
農
用
地
区
域
変
更
申
出
書
を

産
業
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
12
月
３
日
㈪
〜
１
月

15
日
㈫

t
産
業
課

　
☎

（32）
１
７
３
３

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

で
防
災
倉
庫
を
整
備
し
ま

し
た

　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
と
し
て
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強
化
を
図
る

た
め
に
、
自
主
防
災
組
織
が
行
う

防
災
・
減
災
活
動
に
必
要
な
設
備

の
整
備
事
業
へ
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。

t
危
機
対
策
課

　
☎

（32）
１
３
６
２

消
防
団
の
活
動

　
消
防
団
は
、
消
火
活
動
や
風
水

害
等
、
様
々
な
災
害
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
団
員
は
市
内
に
居
住
す

る
住
民
で
構
成
し
、
市
内
17
個
分

団
で
５
０
６
人
が
活
躍
し
て
い
ま

す
。

　
火
災
の
発
生
し
や
す
い
冬
季
に

は
、
団
員
が
消
防
車
や
徒
歩
で
地

域
を
回
り
、
火
災
の
警
戒
に
当
た

る
た
め
夜
警
︵
12
月
26
日
〜
２
月

25
日
︶
を
行
っ
て
い
ま
す
。

消
防
出
初
式

　
25
年
の
年
始
に
当
た
り
、
消
防

出
初
式
を
行
い
ま
す
。

日
に
ち
　
25
年
１
月
６
日
㈰

内
　
容

︻
式
典
︼
観
光
会
館
ホ
ー
ル
で
13

時
か
ら
開
催

︻
分
列
行
進
︼
14
時
40
分
頃
か
ら

伊
東
駅
〜
猪
戸
北
交
差
点(

ス

ル
ガ
銀
行
伊
東
駅
支
店
前)

を

行
進
し
ま
す
。

※
分
列
行
進
の
間
は
車
両
片
側
通

行
と
な
り
ま
す
。

︻
一
斉
放
水(

小
型
動
力
ポ
ン
プ)

︼

分
列
行
進
終
了
後
、
松
川
藤
の

広
場
前
の
川
沿
い
遊
歩
道
で
実

施
し
ま
す
。

t
消
防
総
務
課
　

　
☎

（38）
０
１
９
７

今年度は、松原朝日町自
主防災会が、防災倉庫を
整備しました！
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※（　）内の数は市長事務部局と兼務の人数で市長事務部局の職員数
　に含む。合計の〔834〕は条例で定めている職員定数。

※(　)内は再任用職員

(1)　職員数の状況

ア　部局別職員数（24年4月1日現在)

(1)　人件費の状況（23年度普通会計決算）

　　　歳出額　245億8,576万円（Ａ）

　　　人件費　55億6,544万円（Ｂ）

　　　人件費比率　22.6％（Ｂ／Ａ）　

　　　（前年度比△0.5％減）

(3)　諸手当の状況

(2)　給与費の状況（23年度普通会計決算）

　　　職員数　664人（Ａ）

　　　給与費　38億2,705万円（Ｂ）

　　　職員１人当たり給与費　576万円（Ｂ／Ａ）

　　　※退職手当は除く。職員数は23年4月1日現在。

イ　採用及び退職の状況

市長事務部局

議会事務局

監査委員事務局

選挙管理委員会事務局

教育委員会

公平委員会事務局

農業委員会事務局

水道企業

消防本部

　　合　　　　計

　　　〔834〕

398

6

3

(4)

206

(2)

1(2)

19

106

739

391

6

3

(4)

205

(2)

1(2)

17

105

728

△7

-

-

(-)

△1

(-)

-

△2

△1

△11

部局
区分

23年度 24年度

対前年

増減数

職員数（人)

新規採用職員への辞令交付

※支給額は23年度の退職者36人に支給された平均額。

ア　期末・勤勉手当（24年4月1日現在）

１人当たり平均支給額（23年度）137万円

6月期

12月期

計　

期　末　　　

1.225月分(0.65)月分

1.375月分(0.80)月分

2.6月分(1.45)月分

勤　勉　　

0.675月分(0.325)月分

0.675月分(0.325)月分

1.35月分(0.65)月分

ウ　その他の手当（23年度）

　手　当　名

扶養手当

住居手当

通勤手当

特殊勤務手当

時間外勤務手当

夜間勤務手当

休日勤務手当

管理職手当

支給額　

8,346万円

4,368万円

8,761万円

193万円

1億1,835万円

1,191万円

3,539万円

2,570万円

支給対象

職員数

346人

462人

565人

88人

694人

85人

694人

45人

支給対象職員

1人当たり

平均支給年額

241,213円

94,545円

155,061円

21,931円

170,533円

140,117円

50,994円

571,111円

イ　退職手当（24年4月1日現在）

１人当たり平均支給額（23年度）2,373万円

（支給率） 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 23.50月分 30.55月分

勤続25年 33.50月分 41.34月分

勤続35年 47.50月分 59.28月分

最高限度額 59.28月分 59.28月分

その他の加算措置　　定年前早期退職特例

　　　　　　　　　　　措置(2〜20%加算)

　　　23年度に退職した職員　36人

　　　24年度に採用した職員　25人

(4)　特別職の報酬など（24年4月1日現在）

区　分

市　長

副市長

議　長

副議長

議　員

給料・報酬月額

807,000円

703,000円



413,000円

380,000円

351,000円

　　　　期　末　手　当

（支給割合）

６月期　1.4月分

12月期　1.5月分

　計　　2.9月分　※45％加算あり

（支給割合）

６月期　1.6月分

12月期　1.7月分

　計　　3.3月分　※45％加算あり

※保育園、夜間救急医療センター、図書館、消防署などは変則勤務です。

(1)　勤務時間の状況（一般職員の標準的なもの） (2)　年次有給休暇の取得状況（23年）

１週間の勤務時間

38時間45分

開始時刻

8時30分

終了時刻

17時15分

休憩時間

12時〜13時

総付与日数

総取得日数

対象職員数

平均取得日数

28,431.6日

6,442.9日

734人

8.8日

３　勤務時間その他の勤務条件の状況

１　任免及び職員数に関する状況

２　給与の状況

広報いとう 14

伊
東
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関

す
る
条
例
に
基
づ
き
、
職
員
の
数
や
給
与
、
勤
務

条
件
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
　

t
行
政
経
営
課
　
☎

（32）
１
１
７
１

行
政
の

あ
ら
ま
し

人
事
行
政
の

あ
ら
ま
し

人
事



(1)　分限処分者数

　　職員がその職務を十分に果たし得ない場合などに、本人

　の意に反して行う処分です。例えば、６か月を超える病気

　療養の際に行います。

　　23年度に休職処分を受けた職員　　０人

(2)　懲戒処分者数

　　職員の一定の服務義務違反に対して、道義的責任を追及

　するために行う処分です。

　　23年度に懲戒処分を受けた職員　　１人

　職員には地方公務員法の規定により、次のような職務上の

義務があります。

・法令等及び上司の職務上の命令に従う義務

・政治的行為等の制限

・信用失墜行為の禁止

・争議行為等の禁止

・秘密を守る義務

・営利企業等の従事制限

・職務に専念する義務

４　分限及び懲戒処分の状況 ５　服務の状況

(1)　職員研修の実施状況（23年度）

通信教育研修

庁内集合研修

派遣研修

自治大学校派遣

人事交流

国派遣

後期高齢者医療

広域連合派遣

特別研修

４人

537人

21人

１人

１人

１人

１人

99人

業務上必要とされる技術や知識の向上を図る。

階層ごとに必要な知識の習得や、業務遂行に必要な問題解決能力の向上、公務員倫理の確立

を目指す。

専門機関での研修により、高度の専門的知識や技能を習得する。

中堅幹部として必要な行政管理の諸問題を習得し、管理者としての資質や意識の向上を図る。

県との交流事業により県・市間の情報交換を図るとともに、幅広い知識や視野の拡大を図る。

全国的な行政での実務を通じ、有能な人材を育成する。(内閣府に派遣)

静岡県後期高齢者医療広域連合での業務を通じ、専門的な知識を持つ職員を育成する。

職員が研修を企画し、行政課題に関わる事項を調査研究することで見聞を広げ、高度な行政

運営に資する。

事　業　の　概　要参加人数事　業　名

(2)　勤務成績の評定の状況（23年度）

　　全職員を対象に昇給期と6月、12月に勤務成績評定を行い、昇給の可否の決定、勤勉手当の成績率に反映させています。

６　研修及び勤務成績の評定の状況

７　福祉及び利益の保護の状況

(1)　定期健康診断の実施状況（23年度）

男性

女性

(2)　公務災害等の認定状況等（23年度）

　　公務災害認定件数　12件　　通勤災害認定件数　１件

(3)　その他主な福利厚生事業の概要（23年度）

　　・職員の勤務条件と業務効率の向上のため現業的業務に従事する職員に作業衣

　　　などを貸与しました。　207万円

　　・互助会事業助成費を支出しました。　141万円

対象人数

受診人数

受 診 率

対象人数

受診人数

受 診 率

464人

341人

73.5%

279人

176人

63.1%

一
般
健
診

９　公平委員会の業務の状況

８　定員適正化計画の数値目標及び進捗状況

(2)　定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要

区　　　分 17年

835

835

0

18年

819

820

1

19年

819

807

△12

20年

804

776

△28

21年

787

757

△30

22年

783

749

△34

計画の職員数

実際の職員数

達 成 状 況

(1)　定員適正化計画

　　17年４月１日現在の一般行政職員495人を22年４月

　１日現在450人とする（45人、9.09％の減）。

　　全部門の職員数は17年４月１日現在835人を22年４

　月１日現在783人とする（52人、6.23％の減）。

(1)　勤務条件に関する措置の要求の状況（23年度）

　　　該当なし

(2)　不利益処分に関する不服申立ての状況（23年度）

　　　該当なし
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母
子
保
健
事
業

　
12
月
の
健
診
日
程
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

ほ
っ
と
サ
ロ
ン

　
子
育
て
を
す
る
人
同
士
の
交
流

の
場
で
す
。
子
育
て
の
相
談
や
身

体
計
測
も
で
き
ま
す
。

対
　
象
　
０
歳
〜
２
歳
位
の
子
ど

も
と
子
育
て
中
の
人
、
妊
婦

日
程
と
会
場
︵
12
月
︶

・
４
日
㈫
⋯
八
幡
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー(

歯
科
講
座)

・
11
日
㈫
⋯
宇
佐
美
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー(

保
育
士
の
遊
び)

・
14
日
㈮
⋯
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

︵
く
す
り
の
話
︶

時
　
間
　
９
時
30
分
〜
11
時

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具

ご
存
知
で
す
か
？

『
母
子
家
庭
等
医
療
費

　
　
　
　
　
　
助
成
制
度
』

　
生
活
費
の
不
安
等
を
理
由
に
適

切
な
医
療
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

の
な
い
よ
う
に
、
医
療
費
を
市
役

所
が
助
成
し
ま
す
。

対
　
象
　
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭

な
ど
配
偶
者
の
い
な
い
20
歳
未

満
の
子
ど
も
を
養
育
す
る
親
等

と
そ
の
子
ど
も

※
た
だ
し
、
所
得
税
が
非
課
税
で

あ
る
世
帯
︵
同
居
の
別
世
帯
者

も
含
む
︶

　
そ
の
ほ
か
の
条
件
や
申
請
方
法
、

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
一
度
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
子
さ
ん
の
就
学
に
必
要
な

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
の
貸
付

　
配
偶
者
の
い
な
い
女
性
が
扶
養

し
て
い
る
お
子
さ
ん
を
高
校
や
大

学
な
ど
に
就
学
さ
せ
る
た
め
の
資

金
の
貸
付
を
し
ま
す
。

貸
付
資
金
の
種
類

・
修
学
資
金
⋯
通
学
す
る
た
め
に

必
要
な
授
業
料
な
ど
の
費
用
を

継
続
的
に
貸
し
付
け
ま
す
。

・
就
学
支
度
資
金
⋯
高
校
や
大
学

な
ど
に
入
学
す
る
時
に
直
接
必

要
と
な
る
被
服
な
ど
の
購
入
費

用
を
入
学
時
に
１
回
だ
け
貸
し

付
け
ま
す
。

申
込
み
　
12
月
３
日
㈪
か
ら
健
康

医
療
課
窓
口
︵
市
役
所
低
層
棟

２
階
︶
で
受
け
付
け
ま
す
。
面

接
は
12
月
27
日
㈭
市
役
所
４
階

中
会
議
室
で
行
い
ま
す
。

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
市
で
は
、
任
意
の
予
防
接
種
で

あ
る
右
記
の
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、

公
費
負
担
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
年
齢
　
生
後
２
か
月
〜
５
歳

未
満

※
申
込
み
な
ど
、
詳
細
は
健
康
医

療
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

　
　
　
　
　
　
終
了
間
近
！

　
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
が
12

月
22
日
㈯
で
終
了
し
ま
す
。
ま
だ
、

受
診
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
乳
が
ん
検
診

　
乳
が
ん
検
診
は
﹁
問
診
、
視
触

診
と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
の
併

用
﹂
が
基
本
と
さ
れ
て
お
り
両
方

の
検
査
を
受
け
る
こ
と
で
、
乳
が

ん
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

対
　
象
　
30
歳
以
上
の
女
性
︵
市

民)

で
、
前
年
度
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
検
査
を
受
診
し
て
い
な
い

人

※
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
は
、
40

歳
以
上
の
女
性
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

受
診
方
法
　
①
申
し
込
み
後
、
受

診
券
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

指
定
医
療
機
関
で
﹁
視
触
診
検

査
﹂
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

②
﹁
視
触
診
検
査
﹂
で
﹁
異
常
な
し
﹂

と
診
断
さ
れ
た
人
は
、
検
診
車

で
実
施
さ
れ
る
﹁
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
検
査
﹂
を
予
約
し
、
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

費
　
用
　
視
触
診
検
査
４
０
０
円

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査

　
８
０
０
円

申
込
期
限
　
視
触
診
検
査
は
、
12

月
13
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
。

◇
子
宮
が
ん
検
診

対
　
象
　
20
歳
以
上
の
女
性(

市

民)

で
、
前
年
度
子
宮
が
ん
検

診
を
受
診
し
て
い
な
い
人

受
診
方
法
等
　
申
込
み
後
、
受
診

券
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
指

定
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

費
　
用
　
▼
頸
部
１
０
０
０
円
　

▼
頸
部
と
体
部
︵
医
師
の
判
断

に
よ
る
︶
１
４
０
０
円

申
込
期
限
　
12
月
13
日
㈭
ま
で
に

電
話
で
。

t健康医療課
　母子担当　☎32-1582
　成人担当　☎32-1583・1584

ひろば
健康
ひろば
健康19日㈬　13:00〜14:00

20日㈭　 9:15〜 9:50

12日㈬　13:00〜14:00

１歳６か月児健康診査

（平成23年５月生まれ対象）

２歳児健康教室

（平成22年11月生まれ対象）

３歳児健康診査

（平成21年11月生まれ対象）

日　時（受付時間）健 診 ・ 対 象

会　場　保健福祉センター

子
育
て

健　

康

広報いとう 16



　
市
の
資
産
を
広
告
媒
体
と
し
て

活
用
し
、
市
内
の
店
舗
や
民
間
会

社
等
の
広
告
掲
載
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
新
た
な
財
源
の
確
保
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
有
料
広

告
掲
載
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
掲

載
す
る
広
告
の
内
容
を
企
画
し
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

t
庶
務
課

　
☎
(32)
１
２
３
４

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は

　
市
の
基
本
的
な
計
画
等
を
定
め

る
際
に
、
計
画
等
の
案
と
関
連
資

料
を
あ
ら
か
じ
め
公
表
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
求
め
、
い

た
だ
い
た
意
見
に
対
す
る
市
の
考

え
方
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
い

た
だ
い
た
意
見
を
考
慮
し
て
最
終

案
を
策
定
す
る
ま
で
の
一
連
の
手

続
を
い
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
市
の
総

合
計
画
や
行
財
政
改
革
大
綱
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
広
く
影

響
を
及
ぼ
す
重
要
な
計
画
に
つ
い

て
は
、
上
記
の
手
続
き
と
同
様
の

手
順
を
経
て
策
定
し
て
き
ま
し
た

が
、
25
年
１
月
か
ら
は
﹁
伊
東
市

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
実
施

要
綱
﹂
に
基
づ
き
、
統
一
的
な
運

用
を
図
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
行

政
が
手
を
た
ず
さ
え
、
共
に
歩
み

を
進
め
る
自
治
体
経
営
を
進
め
て

い
ま
す
。
貴
重
な
ご
意
見
や
情
報

の
提
出
等
、
積
極
的
な
市
政
へ
の

参
画
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

t
行
政
経
営
課

　
☎
(32)
１
０
６
１

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

手
続
き
を
実
施
し
ま
す

市
役
所
が
使
用
す
る
封
筒
に

　
　
　
載
せ
る
広
告
を
募
集
し
ま
す

区　分

市県民税、固定資産
税、軽自動車税の市
内外の納税義務者に
郵送

国民健康保険税兼後
期高齢者医療保険料
の市内の納税義務者
に郵送

※広告の掲載は市内の事業所を優先します。
　募集枠数の半分以上の申し込みがない場合は、掲載を行い
　ません。

掲載広告を募集する封筒

市税の
納税通知書用

封筒

国民健康保険税兼
後期高齢者医療保険
料額通知書用封筒

４月〜６月

８万枚

封筒の裏面

１枠８万円

４枠

７月〜８月

2万5,000枚

封筒の裏面

１枠2万5,000円

４枠

使用期間

発行枚数

掲載場所

掲載料

募集枠数

使用方法

縦3㎝×横8㎝
単色刷り

縦3㎝×横8㎝
単色刷り

25年度に使用する
封筒に掲載する広告

12月21日㈮ ３月15日㈮

25年度に使用する
封筒に掲載する広告

形　状

募集対象

申し込み期限

広 告

広 告

広 告

広 告

封筒に掲載する広告の配置イメージ
市税、国民健康保険税兼後期高齢者
医療保険料額通知書用封筒の裏面

パブリックコメントの一連の流れ
伊東市

担当課窓口、市ホームページ、
報道発表等

郵便・ファクシミリ
電子メール等

計画等の決定

提出された意見を考慮

意見の受付

意見の公募

市
　
　
民

計画などの案を公表

計画などの案を策定

提出された意見とそれに
対する市の考え方を公表
担当課窓口、市ホームページ、

報道発表等

案の公表

結果の公表

意見を提出

計画等の案、計画等
の趣旨・目的・背景、
関連資料を公表

案

17 2012.12



開設開設6262周年記念周年記念
伊東温泉競輪伊東温泉競輪

�椿賞争奪戦椿賞争奪戦(G(GⅢ)開催開催!!

　　
市
史
編
さ
ん
事
業
は
江
戸
時
代

以
前
の
史
料
集
刊
行
を
終
え
、
い

よ
い
よ
明
治
・
大
正
期
の
史
料
集

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
市
民

生
活
に
直
結
す
る
こ
の
時
代
の
史

料
は
、
各
家
庭
に
保
管
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
古
い
も
の
に
関
す
る

情
報
提
供
や
先
祖
の
話
が
重
要
な

史
料
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
そ
う
し
た
な
か
、
こ
の
ほ
ど
市

内
に
お
住
ま
い
の
沼
田
渉
さ
ん
か

ら
明
治
か
ら
大
正
年
間
に
撮
影
さ

れ
た
大
川
橋
の
写
真
を
提
供
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
橋
の
上
に
は

傘
を
さ
し
た
人
物
や
な
ま
こ
壁
の

家
な
ど
が
見
え
ま
す
が
、
橋
の
下

で
は
少
年
た
ち
が
川
釣
り
を
し
て

い
ま
す
。
木
造
橋
脚
の
奥
に
手
石

島
が
見
え
ま
す
の
で
、
大
川
橋
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
橋
は
、
大
正
十
二
年(

一
九

二
三)

六
月
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
橋
に
架
け
替
え
ら
れ
た
の
で
、

写
真
は
そ
れ
以
前
の
明
治
か
ら
大

正
期
の
雰
囲
気
を
良
く
伝
え
て
い

ま
す
。
右
角
に
﹁
松
川
ば
し
﹂
と

墨
書
が
あ
る
の
で
、
そ
う
い
う
通

称
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
お
宅
に
眠
っ
て
い
る
古
い
写
真

な
ど
の
情
報
に
つ
い
て
も
市
史
担

当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

t
生
涯
学
習
課
市
史
編
さ
ん
担
当

　
☎

（32）
３
２
８
８

ITO

の

の

来未
ち
た宝

　この作品は５万枚以上ある鳥の写真の中から、５枚を選び出し、
その写真をアレンジして仕上げました。いろいろな色を使ったため、
とても見やすい作品になったと思います。
　今回だけでなく、作品を作る時は、最初に頭の中で全体をイメー
ジして、そのイメージをパソコンで形にし、最後に実際に描いて仕
上げます。全体をイメージすることが難しいし、時間がかかります。
　今回の作品のポイントは、テーマが愛鳥週間で、鳥がメインなの
で、中央で羽ばたいている鳥の羽根の色使いを工夫して、鳥の立体
感を出せるようにしたことです。
　これまで大きな賞を受賞したことが無かったので、今回の作品が
賞を取れたことは、とても嬉しかったです。

【愛鳥週間】
県教育長賞受賞作品

伊東高校城ヶ崎分校 ２年 飯田すみれ

ITO

の

の

来未
ち
た宝

～鳥の立体感を見て欲しい～

　今年も年に１度の開設記念競輪を

開催します。目の前で繰り広げられ

るスピードとスリルあふれるレース

をご期待ください。

日　時　12月14日㈮〜17日㈪

　10時開門、11時１レース発走予定

会　場　伊東温泉競輪場

◇伊東温泉競輪びっクリスマスプレ

ゼント実施！

・最終日に軽自動車プレゼント(施

設会社提供)抽選を実施

・各日来場者先着1,008人にスピー

ドくじを配布。

　当選者に市内ペア宿泊券や伊東温

泉競輪キャラクターグッズなどを

プレゼント

・各日来場者先着1,008人に最終レ

ースの２車単車券をプレゼント

※詳細は「記念競輪特設サイト」

　(http://www.itokeirin.com/

　kinen62/)をご覧

　ください。

t競輪事業課

　☎36-0120

開設62周年記念
伊東温泉競輪

�椿賞争奪戦(GⅢ)開催!!

木造橋時代の大川橋(沼田渉さん所蔵)

参加者募集新規会員募集

参加者募集新規会員募集

市
史
編
さ
ん

おもしろ
伊東史

第
44
話

明
治
期
の
大
川
橋

広報いとう 18



開設62周年記念
伊東温泉競輪

�椿賞争奪戦(GⅢ)開催!!

◆キヨミ・ジャズダンススクール◆
代表者　　岡崎　清美　☎47-5111　

　　　　　　　　　　　☎090-8495-6936

活動場所　宇佐美コミュニティセンター

活動日時　毎週木曜日　18時〜21時

費　用　　毎月2,500円

　　　　　入会金1,000円

会員数　　男性３人　女性62人

内　容　　子どもからシニアの人まで、楽しく練習

しています。体全体で表現し、踊る楽しさを、分

かってもらえたらと思っています。一緒に汗を流

しませんか？お待ちしています。

■年末年始の休館日について

　図書館では、12月28日㈮が月末図書整理日、29日㈯から

１月３日㈭まで年末年始休館日となり、７日間連続休館とな

りますので、お気をつけください。

■12月の休館日　毎週月曜日、

　　　　　　　　23日(日･祝)、28日㈮〜１月３日㈭

代表的な選手・競技の紹介を通して、障害者スポーツの
置かれている現状とこれから等を伝える一冊です。著
者は障害者スポーツの普及活動に携わっており、その
経験に基づく文章からは「障害者スポーツをもっと多
くの人に知ってもらいたい、観てもらいたい、楽しんで
もらいたい」(本文より)という思いが伝わってきます。

としょかんinformation

新着図書のご紹介今月のオススメ図書

『ようこそ、障害者スポーツへ』
伊藤　数子／「廣済堂出版」

掲載の内容は、新規会員の募集や活動状況の紹介

などです。掲載を希望する人は、ご連絡ください。

【連絡先】生涯学習課生涯学習係

　　　　　「ワクワク伝言板担当」　☎32-1961

※団体によっては掲載できない場合もあります。

◆つばきダンス愛好会◆
代表者　　三浦　秀雄　☎45-3384　　

　　　　　　　　　　　☎090-8672-3672

活動場所　宇佐美コミュニティセンター

活動日時　毎週火曜日（月４回）　９時30分〜正午

費　用　　毎月2,400円

　　　　　入会金500円

会員数　　男性15人　女性25人

内　容　　背筋を伸ばして、多くの友達とダンスを

楽しんでいます。初めての人、多少経験があり、

更にステップア

ップしたい人、

プロダンス教師

から丁寧な指導

を受けることが

できます。一緒

にダンスを楽し

みませんか？

皆さんの生涯学習情報の交換のお手伝いを
しています。内容に関するお問い合わせは、
連絡先か代表者まで。

ワクワク伝言板 ～応援します！あなたの生涯学習～ t生涯学習課　
☎32-1961
ͅ37-8117

だよりとしょかん t伊東図書館　☎36-7433

参加者募集参加者募集新規会員募集新規会員募集新規会員募集

参加者募集参加者募集新規会員募集新規会員募集新規会員募集

書　名 著　者

空より高く

満月ケチャップライス

老いを生き抜く

花見ぬひまの

無罪

症状別みんなのストレッチ

世界一ちいさな女の子のはなし

あるいてます

1

2

3

4

5

6

7

8

重松　清

朱川　湊人

森本　哲郎

諸田　玲子

スコット・トゥロー

宮地　元彦

サリー・ガードナー

みやにし　たつや

みなさんの団体・サークル情報を
掲載しませんか？

19 2012.12



■法律相談　＊要電話予約8人　予約開始12月３日㈪　8時30分〜
　　�11日㈫・18日㈫ 【菊池信廣弁護士】�‥‥‥‥‥‥‥�8時45分〜11時30分
　　�27日㈭ 【高山功弁護士】�‥‥‥‥‥‥‥‥�8時45分〜11時30分

■税務相談　＊先着6人
� 11日㈫� 【原眞人税理士】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�13時〜15時
� 19日㈬� 【田中好明税理士】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�13時〜15時

■登記の相談　＊先着6人
� 6日㈭� 【齋藤整司法書士】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�10時〜正午

■交通事故相談　＊要電話予約4人
� 4日㈫� 【県交通事故相談員】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�10時〜15時
� 18日㈫� 【萩原繁之弁護士】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�13時〜15時

■人権相談
� 6日㈭� 【萩原節子人権擁護委員】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�13時〜15時

■行政相談
� 20日㈭� 【土屋貞代、山本彰行政相談委員】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥�13時〜15時

■行政手続きと表示登記相談（表示登記・土地測量・隣地境界・農地転用の許可・建設業許可）
� 12日㈬� 【行政書士・土地家屋調査士】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�10時〜正午

■警察の出張相談
� 12日㈬� 【警察署相談員】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�13時〜15時

■消費生活相談
　　毎週月曜日　祝日除く【消費生活相談員】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�13時〜15時

■市民相談
　　月〜金曜日　祝日除く【市相談担当】�‥‥‥‥�８時30分〜正午・13時〜17時

■教育相談�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�UK市役所５階509号室　☎37-7476
　　月〜金曜日　祝日除く　9時〜16時30分

■家庭児童相談
���‥‥U家庭児童相談室　☎37-9667（10時〜16時）・健康医療課　☎32-1582
　　月〜金曜日　祝日除く　10時〜16時　＊要予約�K中央児童館「はばたき」２階

■女性相談�＊月水金は、女性相談員が対応‥‥‥‥�U社会福祉課　☎32-1535
　　月〜金曜日　祝日除く　9時〜16時　K市役所低層棟１階社会福祉課

■あんしん法律相談、心配ごと相談�＊要予約
� ‥‥‥‥‥‥‥�UK社会福祉協議会　☎36-5512
　【あんしん法律相談】第２、第４火曜日　13時30分〜16時30分
　【心配ごと相談】毎週水曜日　13時30分〜16時

■こころの相談�＊要予約‥‥‥‥‥‥‥�U熱海健康福祉センター　☎82-9117
　　20日㈭　14時30分〜16時　K市役所高層棟３階小会議室

■年金相談��＊要予約　受付開始12月３日㈪　8時30分〜
� ‥‥‥‥‥‥‥‥U保険年金課　☎32-1625
� 11日㈫�10時〜14時30分　【杉村労務管理事務所】K市役所５階小会議室
� 19日㈬�10時〜14時30分　【三島年金事務所】K市役所５階中会議室

※その他、厚生年金等の請求やご不明な点は、下記へお問い合わせください。
　　　　　　　　　　　　　　　　���Uねんきんダイヤル　☎0570-05-1165

困ったときは、お気軽に…　tK市民サービスセンター��☎52-3002 各種相談

■中伊豆リハビリテーションセンター相談会　＊要予約�
� ‥‥‥‥‥‥‥�Uなかいずリハ　☎0558-83-2195
　　内容：身体に障がいがあり、日常生活で困っている人、福祉サービスに関すること
　　第１月曜日　13時30分〜15時30分　K市役所１階社会福祉課相談室

■「いぶき」相談会　＊要予約�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥�Uいぶき　☎45-6013
　　内容：知的に障がいがあり、日常生活で困っている人、福祉サービスに関すること
　　毎週火曜日　9時30分〜正午　K市役所１階社会福祉課相談室

福祉相談（予約の人を優先します）　t社会福祉課　☎32-1532〜33

急病になったら
●夜間（毎日午後７時〜午前０時）は…市立夜間救急医療センターへ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大原一丁目　☎37-2510）

●深夜（毎日午前０時〜午前８時）は…市立伊東市民病院へご相談ください
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（☎37-2626）

●休日（午前９時〜午後５時）は………各当直医へ�※緊急の場合は☎119へ

補聴器の相談会　t社会福祉課　☎32-1533

� 7日㈮� 13時30分〜15時� 保健福祉センター

�17日㈪� 10時〜15時� 保健福祉センター

�18日㈫� 10時〜15時� 八幡野コミュニティセンター

※都合により、相談員が変更となる場合があります。

�30日㈰� 伊東ショッピングプラザデュオ� 9時30分〜正午
� � � 13時15分〜15時

献血にご協力ください!!
※身分証明書をお持ちください。
t社会福祉課　d32-1531



伊東マリンタウン

市民サービスデー

伊東マリンタウン

市民サービスデー

伊東マリンタウン

市民サービスデー

平成24年
（2012年）

地域密着
型サービ

スで、

がんばり
ます！ 町の便利屋さん

手伝い日和
び　　より桜

井
　
陽
一

蜂の巣駆除承ります!!
●庭の清掃（剪定、伐採、畑土、駐車場設置）
●不用品処理・引越し・一般雑用
●ハウスクリーニング（台所、トイレ、エアコン、雨どいのつまり、清掃全般等）

お見積無料！

保険も完備！

090-8862-2959 0557-51-2392〈作業中〉 〈自宅〉 伊東市富戸439-4

もしもの備え
　　ほけんであんしん

TEL.0120-363-129 www.resort129.com

保険課

生命保険も損害保険も

ご相談ください。
伊豆急コミュニティーに

もしもの備え
　　ほけんであんしん

美しい時代へ 東急グループ

12月（師 走）
し わ す

伊東マリンタウン

休館日

伊東マリンタウン

休館日

伊東マリンタウン

休館日

日 曜 日 月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日 土 曜 日

みんなのこよみ 市役所へのお問い合わせ

2 3 4 5 6 7

8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負

仏滅

大安 赤口 先勝 友引 大安 赤口 先勝

友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引

先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負

仏滅 大安

大雪

冬至

クリスマス

大晦日

TEL.0557-36-0111
FAX.0557-36-1104

1
先負

ns高野医院� d38-2111

g木村整形外科クリニック�d32-0600

n伊東病院� d37-8888

gたかやす医院� d32-0362

sむらかみ小児科クリニック�d52-4710

振替休日

n長谷川胃腸科内科医院�d36-2851

gなかた整形外科クリニック�d44-5252

法律相談(要予約)
交通事故相談(要予約)

行政手続きと表示登記相談
警察の出張相談

年金相談(要予約)
税務相談

法律相談(要予約)
年金相談(要予約)
税務相談

登記の相談
人権相談交通事故相談(要予約)消費生活相談

消費生活相談

消費生活相談

ns山本医院� d47-5566

g青木クリニック�d45-5115

　天皇誕生日

n横山医院� d35-0431

g吉川医院� d37-5071

n伊豆高原クリニック�d55-2522

gメディカルはば伊豆高原�d33-1200

h石川歯科　� d37-4855

n佐藤病院� d37-2226

g田島医院� d47-0010

s日吉医院� d37-0763

hホワイト歯科クリニック�d38-8148

広報いとう１月号配布予定日

とっておき冬花火＆
　冬のよさこいソーズラ祭り

官公庁仕事納め

法律相談(要予約)

行政相談

広�報
■当直医の予定は変更となる場合があります。最新の情報はナビダイヤル ☎0570‐064307か市ホームページでご確認ください。
■季節の催物、観光イベントなどの情報は伊東観光協会 ☎37‐6105へお問い合わせください。

伊東温泉競輪　　■伊東記念　14〜17　　■ＦⅠ　31
場 外 開 催　　■競輪祭　１〜２　　■千葉ＦⅠ　３〜５　　■静岡ＦⅠ　７
　　　　　　　　■静岡ＦⅠ併売　８〜９　　■佐世保記念　８〜11　　■平塚ＦⅠ　18〜20
　　　　　　　　■広島記念　21〜24　　■前橋ＦⅠ　25〜27　　■京王閣ＧＰ　28〜30　

伊東温泉競輪開催日 t競輪事業課　☎36-0120
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t伊豆ヴェル事務局・代表
沖d090-4115-3849　齊藤d37-2029

　90人の合唱と室内合奏団が聖夜に感謝と祈りを

込めて、コンサートを開催します。

日時：12月23日(日･祝)　�

　　　開場13時15分　開演14時

会場：観光会館ホール

演奏曲目：ヘンデル「メサイア」

　クリスマスメドレー

指揮：小屋敷真

ソリスト：ソプラノ…坂井田真実子　アルト…佐藤

典子　テノール…村上公太　バス…小笠原美敬

入場料：一般2,000円　大学生以下500円

　（全席自由）

友情出演：静岡ヴェルディ合唱団

管弦楽：伊豆チェンバーオーケストラ

※チケットは、サガミヤ書店全店、観光会館事務室、

デュオカウンター、文泉堂、岩上書店で発売中。

t都市計画課　d32-1781

　伊東駅及び、宇佐美駅前、宇佐美駅西口駐輪場に

長期間放置されていた自転車を、12月28日㈮まで

都市計画課で保管しています。

　お心当たりの人は、ご連絡ください。

放置車両の保管について

t社会保険労務士会三島支部
d055-999-2050

日時：12月２日㈰　10時〜15時

会場：伊東ショッピングプラザデュオ

※申込不要。直接会場へお越しください。

社会保険労務士の日
無料労働相談・年金相談

t振興公社　d37-7135

　エアロビクス・ストレッチ教室です。

○市民体育センター

日時：１月21日〜３月18日　毎週月曜日（２月11日

は除く）　計８回　10時〜11時40分

定員：150人（応募多数時抽選）

○富戸コミュニティセンター

日時：１月16日〜３月13日　毎週水曜日（２月20

日は除く）　計８回　10時〜11時30分

定員：30人（応募多数時抽選）

○宇佐美コミュニティセンター

日時：１月18日〜３月15日　毎週金曜日（２月22

日は除く）　計８回　10時〜11時30分

定員：30人（応募多数時抽選）

〜共　通　事　項〜

対象：市内在住・在勤の人

参加費：1,600円（傷害保険料等）

持ち物：体育館シューズ、運動のできる服装、バス

タオル、ダンベル等

申込み：往復はがきに住所、氏名、年齢、電話番号、

教室・会場名を記入し、〒414-0024　和田1-

16-1「○○センター・ウェルネス教室係」へ

締切：12月17日㈪

第３回ウェルネス教室
参加者募集

伊豆ヴェルディ記念合唱団
～クリスマスコンサート～

t振興公社　d37-7135

日時：１月17日〜２月７日　毎週木曜日　計４回

　（２月14日は予備日）10時〜11時30分

会場：市民体育センター

対象：市内在住、在勤の人

参加費：1,000円（傷害保険料等）

定員：50人（応募多数時抽選）

持ち物：体育館シューズ、運動のできる服装

申込み：往復はがきに住所、氏名、年齢、電話番号

を記入し、〒414-0024　和田1-16-1　振興公

社「第４回ストレッチ教室係」へ

締切：12月17日㈪

t静岡労働局賃金室　d054-254-6315

静岡県最低賃金：時間額735円

効力発生日：24年10月12日から

【最低賃金制度とは…】

　最低賃金法に基づき、国が賃金の最低限度を定め、

使用者は、その最低賃金額以上の賃金を支払わなけ

ればならないとする制度です。

�「静岡県最低賃金」は、静岡県内の事業場で働く

すべての労働者（パート・アルバイト等含む）及び

その使用者に適用され、特定の産業には、産業別最

低賃金が適用されます。

静岡県最低賃金改正

第４回ストレッチ教室
参加者募集
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t自衛隊伊東地域事務所　d37-9632

資格：15歳と16歳の男子（25年４月１日現在）

受付：25年１月７日㈪まで

試験日：１月19日㈯

※詳しくは下記へお問い合わせいただくか、インタ

ーネットで「静岡地本」を検索してください。

日時：25年１月12日㈯　９時50分〜16時

会場：静岡労政会館ホール６階

　（静岡市葵区黒金町５-１）

受講料：7,000円（教材費、弁当代等含む）

申込み：12月20日㈭まで

〜本試験について〜

日時：25年２月17日㈰

会場：下田総合庁舎（下田市中531‐１）

申込み：電話で東部農林事務所森林整備課（☎055

　-920-2169）へお問い合わせください。

陸上自衛隊高等工科学校
生徒の募集

t田方猟友会事務局　d055-924-7706

平成24年度
わな免許試験予備講習会

t選挙管理委員会事務局
d32-1233

　農業者の代表である農業委員を選ぶための選挙人

名簿は、１月１日を基準につくられます。

申請方法：申請用紙に必要事項を記入し、１月10

日㈭までに、農業委員会事務局（市役所４階）へ

提出してください。

※申請用紙は、選挙管理委員会事務局（市役所６

階）にあります。

　毎年12月１日〜25日は、「ＮＨＫ海外たすけあい」

月間です。

　日本赤十字社とＮＨＫの共催で、地域紛争の犠牲

者支援、災害救援、開発途上国における衛生環境改

善などに利用される救援金を募集しています。

募集受付：郵便局、表示のある金融機関、漁協、農

協（戸別訪問は行っていません）

農業委員会選挙人名簿
登録申請

t社会福祉課　d32-1531

ＮＨＫ海外たすけあいに
ご協力をお願いします

t●中継局のこと（平日９時30分〜17時）　
静岡放送ѝ　d054-284-9059

●地デジ受信のこと（平日９時〜21時、��　
土・日・祝日９時〜18時）

地デジコールセンター　d0570-07-0101

１月29日に伊豆東海岸
中継局(大島)が開局します

　伊豆半島東海岸の広い地域で、静岡県の地上デジ

タル放送をご覧いただけるようになります！

　静岡県放送局５社（ＮＨＫ静岡放送局、静岡放送、

テレビ静岡、静岡朝日テレビ、静岡第一テレビ）は

地上デジタル放送の受信不良改善のために、伊豆東

海岸中継局を大島に建設しており、１月29日㈫に

放送を開始します。

　伊豆東海岸中継局の電波は、静岡県を対象とした

ニュースや気象情報（注意報・警報）、緊急地震速報

等を中心として地元に密着した情報をお届けします。

　ご自宅の屋根の上から大島が見通せる場合は、基

本的に伊豆東海岸中継局の電波で地上デジタル放送

をご覧いただくことができます。

◆市役所からのお知らせ　CVA２チャンネルとFMなぎさステーション76.3MHzで放送しています。

◆伊東市の主要生活物資の物価指数◆
10月の物価指数は104.8で、対昨年同月比は＋1.2です。

t市民課　e52-3002

◆人口と世帯数◆

人　口

男

女

世帯数

人

人

人

世帯

(    )

(    )

(    )

(    )

外国人人口

男

女

世帯数

73,003

34,378

38,625

34,918

-10

-9

-1

+11

人

人

人

世帯

(    )

(    )

(    )

(    )

445

136

309

150

+9

0

+9

+5

11／１現在　(　　)は前月比

◆納税相談会◆
休日：㈰12月２日㈰

　　　８時30分〜17時

夜間：㈰12月20日㈭・21日㈮

　　　㈪12月12日㈬・13日㈭

　　　17時30分〜19時30分

㈰市税・国保税のことは…

　　　　　　　Kt収納課　d32-1291

㈪後期高齢者医療保険料のことは…

　　　　　Kt保険年金課　d32-1624

◆市水道の平日・夜間・休日の修理◆
水道のトラブルは

　伊東市水道センター
　　　　　　　　☎36-2010へ
　水道本管、一般家庭の水道メーターまで

の漏水調査と修理手配を行います。

※なお、水道メーター以降（宅内側）の修

理及び排水などのトラブルは、直接、水

道工事店へ。（夜９時以降は料金が割り

増しされます）

◆「12月の納税」納期限は12月25日㈫◆

　納付は、便利で安心な口座振替をご利用ください。

t収納課　d32-1291

固定資産税3期・国民健康保険税6期



広
報
い
と
う
　
2
0
1
2
.1
2
　
N
o
.1
0
0
8

広
報
い
と
う
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

■
発
行
／
静
岡
県
伊
東
市
大
原
二
丁
目
１
番
１
号
　
伊
東
市
役
所

■
編
集
／
伊
東
市
企
画
部
市
長
公
室
課

■
印
刷
／
株
式
会
社
 伊
豆
急
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

■
電
話
／
0
5
5
7‐
3
6‐
0
1
1
1
　
■
F
A
X
／
0
5
5
7‐
3
6‐
1
1
0
4

■
Ｅ
メ
ー
ル
／
ko
u
s
h
its
u
@
c
ity.ito

.s
h
izu
o
ka
.jp

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
h
ttp
://w

w
w
.c
ity.ito

.s
h
izu
o
ka
.jp

●材料（２個分）
【生地】
地粉⋯大さじ４
おから⋯大さじ１
ベーキングパウダー
　　　⋯ひとつまみ
水⋯２/３カップ
地粉（打ち粉用）
　　　　　　⋯適量
【具】
野沢菜⋯100g
ゴマ油⋯小さじ１/２
酒⋯小さじ１
みりん⋯小さじ１
しょうゆ⋯小さじ１
砂糖⋯小さじ１/２
白ごま⋯小さじ１
水⋯少々
油⋯適量

●作り方
①ボウルに地粉・おから・ベーキングパウダーを入れて混ぜ合
わせ、その中に水を少しずつ入れながら練る。

　全体が耳たぶ位の硬さになってきたら、ひとまとめにする。
生地の上に布巾をかけて約30分間寝かせる。

②別のボウルに水を張り、野沢菜を入れて塩出しをする。汁気
を絞って細かく刻み、フライパンにゴマ油を入れて炒める。

③②に酒・みりん・しょうゆ・砂糖と少量の水を加えて、汁気
がなくなるまで炒める。仕上げに白ごまを振って混ぜ合わせ、
２等分にする。

④まな板に打ち粉を少し振る。①の生地を２等分し、直径10
㎝位の丸い形にのばす。１個分の具を生地の中央に置き、周
囲の生地を寄せてひだを作りながら包み、口をしっかり閉じる。閉じ口を下にして軽くつぶし、回転させ
ながら形を円く整える。

⑤ホットプレートにサラダ油を薄くなじませ、弱火で両面がこんがり色づくまで焼いて出来上がり。
●栄養価（１個当たり）　エネルギー119kcal/たんぱく質2.7ｇ/脂質2.1ｇ/カルシウム76㎎/塩0.7ｇ
●ワンポイント　生地はとっても簡単に作れますので、中身を変えればおやつとしてもおかずとしても楽し
めます！

レシピ提供：「エプロンハッスル会・稲垣　隆」

今月の健康レシピ 「野沢菜のおやき」Let's T
ry!
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元気にすくすく
育ってネ♪

金沢由貴さん
　　季希子さん
　��　（宇佐美）の

み つ き

海都貴くん
長男

（７歳）
み く と

海久斗くん
次男

（４歳）
み なぎ

海凪くん
三男

（１歳）

「イルミネーション」

ｍ　外は寒いし、暗くなるのも早くて、つい出

不精になってしまうよ。

Ｕ　最近、街中や各家庭でイルミネーションを

飾っているところが増えましたよね？自分は

それを見ながら散歩をするのが好きなんです

よ。

m　それは素敵！Ｕtchiさん、なかなかロマン

チストですね。

Ｕ　寒くてなかなか外に出にくいかもしれませ

んが、何か楽しみがあれば、寒さも苦じゃな

いですよ！

ｍ　そうだね。寒いからこその楽しみを見つけ

られたらいいね！

Ｕ　それはそうと、最近食べてばっかりで身体

も重いし、今年の冬は散歩からジョギングに

ランクアップして頑張ろうかな！

Utchi ＆ mizu の…

今月のつぶやき アイドル 登場

伊東っ子の

リポーターが行く！ Vol.12
＊門野中学校＊

『門中生は、行事に全力で取り組んでいます。』

※広報いとうは、伊東市ホームページでもご覧いただけます。ぜひご覧下さい。

リポーター

門野中学校　三年
漆畑　朱梨

文化祭におけるオープ
ニングと合唱の様子
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